














兵庫県宍粟 郡山崎町にて 山下松治、製材を 開業。

山林資源を 求めて 岡山県へ工場の移 転を 計画、調査を 行なう 。

翌年岡山県 真庭郡久世町、駅 前に 用地を 確保する 。

兵庫県より 岡山県への工場移転完了、操業開始。

戦時下の国策により 工 場を 岡山県 木社へ 強制買収さ れる 。

終戦により 岡 山県木社解散、工場を 返還さ れ再び山下製材所と し て 再出発。

組織替を 行な い山下木材株式会社と な る 。

初代社長　 山下松治

工場の全面改造を 行な い、建物・ 機械を 新た にする 。

大阪出張所を 大阪市西淀川区大和田束 2 -1 に 開設。

山下松治社 長死去、二代目社長に 山下タ ケノ 就任。

工場を 久世町富尾へ 移転、旧工場を 第二工場と し て 残す。

第二工場を 富尾本社工場の横に 移転、旧工場は資材倉庫と し 現在に 至る 。

山下タ ケノ 会長に 昇 格、山下忠雄三代目社長と な る 。

岡山営業所 用地と し て 岡 山県児島郡藤田村錦 6 7 3 に 土地を 確保。

岡山営業所 開設。

山下忠雄会 長に 昇格、山下順次四代目社長と な る 。

新しく 木 材乾燥設備導入。

加工部門の設備更新により 加工工場を 建設。

創立 6 5 周年事業と し て 第一工場機械設備の全面更新及び、6 5 周年記念式典を 行なう 。

本社事務所の建設。工場及び乾燥施設の増設、以後随 時増設する 。

創立 7 0 周年事業と し てプ レ カ ット 工場（ 真庭プ レ カ ッ ト ）を 新設、7 0 周年記念式典を 行なう 。

高温乾燥機を 導入、以後順次増設。

山下順次会 長昇格、山下豊五代目社長と な る 。

木屑焚き ボイ ラ 新 設。

グレ ーディ ン グマ シン 導入。

四面背割柱の量産化を 開始。更に 乾燥設備を 増設し 乾 燥材生産能力を 全生産量の 7 0 ％ま で 高める 。

プ レ カ ッ ト 工場に 羽柄材加工 機を 導入。

第二工場に 間柱生産ラ イ ン を 新設。

合法木材事 業者認定を 取得する 。

第二工場に 無人ツ イ ン バンド ソ ー を 新設、合 わせて 丸太皮剥き 機を 更新。

Ｆ Ｉ ＰＣ 木材表示推進協議会会員と な る 。

Ｊ Ａ Ｓ 人工乾燥構造用製材（ Ａ タ イ プ ）認定工場と な る 。

岡山営業所を 岡山市南区藤田から 岡山市南区浦安本町へ移 転。

Ｊ Ａ Ｓ 機械等級区分構造用製材の認定工場と な る 。

乾燥施設増 設（ ３ 台）、石 油ボイ ラ 増設、ほ ぼ 1 0 0 % 人工乾燥で き る 体制へ。

緑の循環認証会議（ Ｓ Ｇ Ｅ Ｃ ） Co C 認証を 取得する 。

創立 9 0 周年。

Ｊ Ａ Ｓ 製材品普及推進展示会にお いて 9 度目の農 林水産大臣賞受賞。

第 5 7 回農林水産祭にお いて 日本農林漁業振興会会長賞受 賞。
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